
NO.116（13） 日 高 市 議 会 だ よ り

感
染
症
自
宅
療
養
者
へ
の
支
援
に

つ
い
て

�

佐
藤　

真

教
育
費
の
保
護
者
負
担
に
つ
い
て

�

田
中　

ま
ど
か

一
般
質
問
の
要
旨

重い教育費の保護者負担

市ホームページより作成

市内の新型コロナ感染者数 問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
自
宅
療
養
者
が
急

増
し
て
い
る
が
、
市
の
把
握

状
況
は
。

答　

氏
名
や
住
所
を
把
握
し
、

支
援
に
努
め
て
い
る
。
本
年

１
月
１
日
か
ら
３
月
９
日
ま

で
の
自
宅
療
養
者
の
累
計
は
、

１
千
269
人
で
あ
り
増
加
傾
向

に
あ
る
。

問　

市
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
、

パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
貸

出
し
の
利
用
状
況
は
。

答　

こ
の
取
り
組
み
は
、
県

の
サ
ー
ビ
ス
を
補
完
す
る
目

的
で
行
っ
て
お
り
、
配
食

サ
ー
ビ
ス
で
は
自
宅
療
養
者

に
加
え
て
、
同
居
す
る
家
族

も
対
象
と
し
、
配
送
の
際
に

療
養
者
が
特
定
さ
れ
な
い
配

慮
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
申

し
込
み
の
あ
っ
た
当
日
又
は

翌
日
に
届
け
て
い
る
。

　

�

特
別
支
援
学
級
、
通
級
指

導
教
室
に
つ
い
て

問　

市
内
の
特
別
支
援
学
級

や
通
級
指
導
教
室
は
、
イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
（
包
容
す

る
教
育
）
の
具
体
化
の
一
つ

で
あ
り
、
共
生
社
会
の
実
現

に
向
け
て
重
要
で
あ
る
。
少

人
数
の
指
導
が
大
切
と
考
え

る
が
、
１
学
級
、
１
教
室
そ

れ
ぞ
れ
の
平
均
児
童
生
徒
数

は
。

答　

特
別
支
援
学
級
の
平
均

在
籍
数
は
小
学
校
で
6.2
人
、

中
学
校
で
1.8
人
で
、
通
級
指

導
教
室
は
１
教
室
当
た
り
18

人
前
後
で
あ
る
。

問　

障
が
い
の
あ
る
児
童
生

徒
に
寄
り
添
う
教
育
を
行
う

た
め
の
方
策
は
。

答　

各
学
校
に
特
別
支
援
教

育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配

置
し
、
校
内
外
の
連
携
・
協

力
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、「
支
援
籍
」
を
生
か
し
て
、

特
別
支
援
学
級
の
子
ど
も
が

通
常
学
級
の
子
ど
も
と
の
交

流
や
共
同
学
習
を
行
い
、
特

別
支
援
学
校
に
在
籍
す
る
生

徒
が
近
隣
の
「
支
援
籍
」
を

置
く
小
・
中
学
校
の
行
事
や

学
習
活
動
に
参
加
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
福
祉
体
験
学
習
を

通
じ
て
、
通
常
学
級
の
子
ど

も
達
の
障
が
い
へ
の
理
解
を

深
め
て
い
る
。
今
後
も
学
習

や
生
活
上
で
困
難
を
抱
え
る

児
童
生
徒
に
寄
り
添
い
な
が

ら
、
全
て
の
子
ど
も
が
共
に

学
び
支
え
合
う
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
教
育
の
理
念
の
実
現
に

向
け
て
、
教
育
環
境
の
整
備

に
努
め
る
。

問　

特
別
支
援
教
育
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
負
担
感
軽

減
の
方
策
は
。

答　

負
担
感
軽
減
の
た
め
の

よ
り
組
織
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

を
検
討
す
る
。

問　

給
食
費
を
除
く
教
材
費

な
ど
、
保
護
者
が
一
年
間
に

負
担
す
る
学
校
教
育
費
の
平

均
額
は
。

答　

小
学
校
低
学
年
で
約

１
万
８
千
円
、
中
学
年
で
約

１
万
９
千
円
、
高
学
年
で
約

３
万
３
千
円
、
中
学
１
年
生

男
子
が
約
15
万
２
千
円
、
女

子
が
約
16
万
８
千
円
、
２
年

生
が
約
６
万
８
千
円
、
３
年

生
が
約
２
万
５
千
円
で
、
こ

の
ほ
か
、
部
活
の
費
用
が
必

要
と
な
る
。

問　

小
学
生
は
入
学
準
備
費

用
が
加
わ
り
、
中
学
生
の
制

服
は
高
く
、
憲
法
26
条
で
定

め
る
義
務
教
育
の
無
償
か
ら

は
程
遠
い
と
考
え
る
が
、
保

護
者
負
担
を
軽
減
す
る
方
策

は
考
え
て
い
る
か
。

答　

教
材
の
活
用
方
法
や
必

要
性
を
見
直
し
、
購
入
方
法

や
リ
サ
イ
ク
ル
の
在
り
方
を

研
究
し
て
い
く
。

　

�

こ
れ
か
ら
の
公
民
館
の
在

り
方
に
つ
い
て

問　

公
民
館
の
利
用
率
は
。

答　

全
公
民
館
の
平
均
で
は
、

コ
ロ
ナ
禍
前
の
平
成
30
年
度

が
45
．５
％
、
令
和
２
年
度

が
30
．６
％
で
あ
っ
た
。

問　

市
は
、
受
益
者
負
担
の

適
正
化
を
理
由
に
公
民
館
使

用
料
の
改
定
を
予
定
し
て
い

る
が
、
利
用
し
て
い
な
い
市

民
の
利
用
を
促
す
取
り
組
み

が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

地
域
活
動
、
福
祉
、
健

康
、
防
災
な
ど
と
連
携
し
、

あ
ら
ゆ
る
年
代
の
方
が
関
わ

る
こ
と
の
で
き
る
事
業
を
企

画
し
て
い
く
。
ま
た
、
オ
ン

ラ
イ
ン
講
座
な
ど
が
で
き
る

環
境
を
整
備
す
る
ほ
か
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
に
よ
り

貸
し
部
屋
の
空
き
状
況
が
確

認
で
き
る
仕
組
み
も
研
究
し

て
い
く
。

　

�

市
女
性
職
員
の
活
躍
を
推

進
す
る
た
め
の
プ
ラ
ン
に

つ
い
て

問　

プ
ラ
ン
の
進
捗
状
況
は
。

答　

女
性
管
理
職
の
割
合

は
目
標
の
14
％
に
対
し
10
．

７
％
、
管
理
職
候
補
で
あ
る

主
査
級
で
は
36
．５
％
で
目

標
の
30
％
に
達
し
て
い
る
。

男
性
の
育
児
休
暇
取
得
率
は

50
％
、
配
偶
者
の
出
産
に
伴

う
特
別
休
暇
の
取
得
率
は

70
％
を
超
え
て
い
る
。

問　

女
性
の
少
な
い
部
署
に

一
定
の
人
数
を
割
当
て
た
り
、

能
力
が
同
等
の
場
合
は
女
性

を
優
先
的
に
登
用
す
る
な
ど

の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ

ン
に
取
り
組
む
考
え
は
。

答　

男
女
の
差
に
関
わ
ら
ず
、

能
力
や
経
験
等
に
よ
り
適
所

に
配
属
す
る
。


